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生協とは？

✓生活協同組合

✓Consumers‘(消費者
の）co-operative
（協同組合）

✓出資者が組合員とな
り、みんなの「ねが
い」（共通の経済
的・社会的・文化的
ニーズと願い）を実
現するために、みん
なで運営し利用する
組織

組合員数：約3,000万人

出資金：約8,900億円

総事業高：3.7兆円
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日本生活協同組合連合会の活動とは？

会員生協の組合員

活動の支援

消費者組織としての

社会的役割発揮

さまざまな団体と

の交流と協同

会員生協の組織運営サポート、

全国の生協の方針づくり

1951年3月に設立、各地の生協や生協連合会が加入する全国連合会・・全国306生協が加盟

学習会や活動交流会
の開催、情報誌や
ツールの発行など

くらしに関わるテー
マへのパブコメ提出、
政府審議会への参加

など

農協、漁協や海外
の他協同組合との
連携や交流など

生協は組合員の
組織！様々なサ
ポートなど
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会員生協における環境・サステナビリティ政策の把握と評価（抜粋）

〈目的〉「生協の2030環境・サステナビリティ政策」に基づく、2021年度
の到達点を把握のため地域購買生協69生協を対象に2022年に実施

〈調査項目〉
①〈モニタリング指標〉 持続可能な調達方針を策定・公表した生協数
② 生協におけるサプライチェーン上の人権・環境リスクの把握と評価
③ サプライチェーンにおける外国人労働者（技能実習生など）の把握状況
④ 外国人労働者や障がい者等への対応状況
⑤「ビジネスと人権」に関する取り組み状況

〈会員生協で進めていること〉
①日本生協連が会員生協のトップ向けに「ビジネスと
人権」に関する学習会を実施

②その結果、各生協のなかでも学習が進み、人権方針
の策定も始まった

③各生協では外国人労働者へ適切な対応をしている
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生協における人権方針策定の動き

大阪いずみ市民生協 日本生協連

「コープSDGs行動宣言」に基づき、事業・活動を進
める上で直接的・間接的に関わる「人」の人権尊重の
責任を果たすために、人権方針を2022年度に策定。

これまでの事業と活動における人権尊重の取り
組みのうえに、あらためて国際的に認められた
人権等を尊重し、適切に事業と活動を行う姿勢
を内外に示すために2021年度に策定。
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コープ商品におけるサプライチェーンにおける人権課題
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〈調査〉2016年度より毎年、コープ商品を製造する国内外の取引先、
約1200社を対象に「取引先CSRアンケート」を実施

〈目的〉
①「責任ある調達」や環境・サステナビリティ政策をお知らせすること
② サプライチェーンにおける取り組み状況を確認・共有すること
③ 今後の取り組み課題を発見することを目的にCSRアンケートを実施

コープ商品におけるサプライチェーン上の人権・環境リスクの把握と評価（抜粋）

〈日本生協連事業で行っていること〉
①「外国人労働者」に関する設問を追加
②取引先を対象に「ビジネスと人権」
ウェブ学習会を開催（2023年度）

⓷人権方針の作成
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人権デュー・デリジェンスの取り組み状況
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①外国人労働者の人権を守り、働く仲間として迎え入れ
ようとする姿勢が鮮明で、日本の対外イメージ改善も
志向していること。

②マルチステークホルダーでの取り組み推進の中心的
存在であること（個々の企業では問題解決が難しい）。

③以上の考え方は、生協の方針とも整合し、
組合員（消費者）が望むこととも合致していること。

JPーMIRAIへの期待
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参考資料：
①日本生活協同組合連合会ウェブサイト https://jccu.coop/
②日本生活協同組合連合会サステナビリティレポート2022
https://jccu.coop/jccu/data/sustainability/book/#target/page_no=1



12

ご清聴ありがとうございました。
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